
福井県公衆衛生医師募集

福井県では
健康福祉センター(保健所)等

において
公衆衛生分野で活躍する医師

を募集しています。



１募集人数 若干名

２職務内容 健康福祉センター(保健所)等における公衆衛生用務

３勤務場所 健康福祉センター(保健所)等

４応募資格 医師免許取得者で臨床研修を修了した者

※ ただし、次の各号のいずれかに該当する者は応募できません。
＜地方公務員法第 16 条に規定する者＞
(1) 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの者
(2) 福井県において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
(3) 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを

主張する政党その他の団体を結成し、またはこれに加入した者

５給与 福井県職員等の給与に関する条例の規定により支給します。
・健康福祉センター(保健所)勤務の場合、医療職給料表(一)が適用されます。
・調整手当、期末・勤勉手当、扶養手当、通勤手当、住居手当等

の諸手当が条件に応じて支給されます。
（年収：30歳医師 約1,100万円 45歳医幹 約1,500万円）

６勤務形態 福井県職員等の勤務時間、休暇等に関する条例の規定によります。
・勤務時間 １日 7 時間 45 分、1 週間 38 時間 45 分

午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分（休憩時間 60 分）
・休 日 土･日曜日、国民の祝日、年末年始
・有給休暇 年次有給休暇（20 日） 特別休暇（結婚、忌引、夏季休暇等）

７応募方法 以下の書類を下記の担当あて郵送して下さい。
・履歴書（市販の履歴書を使用し、写真を添付してください）
・医師免許の写し

８受付期間 随 時

９採用予定 随 時

採用情報

一緒に
働きませんか

公衆衛生医師の仕事

主な業務内容

○地域における福祉、保健、医療および環境の総合的な企画調整
・健康危機管理 ・地域保健意識の普及啓発
・情報収集 ・医事、薬事 など

○地域保健・健康増進に関すること
・感染症、結核、エイズ等予防対策
・精神保健福祉 ・難病対策 ・健康増進対策 など

○生活衛生・環境廃棄物対策に関すること
・食品衛生、食中毒予防 ・生活衛生、動物愛護
・公害防止 ・廃棄物適正処理 など

○福祉に関すること
・生活保護 ・児童、母子、寡婦福祉 ・高齢者福祉
・障害者福祉など

組織の概要(例)



保健所を「縁の下の力持ち」に例えられた先輩所⾧がおられました。私が転職し
た2009年には新型インフルエンザが、そして2020年からは新型コロナが大流行して、
患者さんたちは平時の方法で最寄りの医療機関で診断・治療を受けることができなくなり
ました。社会全体が不安に覆われるなかで、保健所は相談を受け付け、検査を手配し、陽
性者には入院先を調整したり、在宅療養をサポートしたり、公費負担にかかる面倒な事務
処理も根気よくこなしました。

ヒーローとして脚光を浴びることはありませんが、保健医療システムが本来持っている
機能を引き出して、それを必要とする人々が利用できるように調整する。行政医師だから
こそやれる仕事だと思います。

保健医療システムという舞台上で医師として主役を務めてこられたご経験は、演出家や
裏方に転じても必ず活かせるはずです。感染症対策が必要になる場面で、縁の下を支えて
いただける方をお待ちしております。

平成21年採用
二州健康福祉センター
所⾧ 四方 啓裕

12年間臨床医として勤務後、2024年に公衆衛生医師となりました。好奇心と勢い
で公衆衛生の世界に飛び込みましたが、公衆衛生の世界は知れば知るほど広く、まだ
全貌が見えてきません。感染症対策や難病支援など臨床と近い業務もありますが、食品
衛生や生活衛生、公害防止や廃棄物対策、生活保護や障がい者福祉、災害対策・・・と、
１年経ってもこんな業務もあるのかと驚くことも多いです。

医療は社会の一部に過ぎないことを改めて気づかされました。もちろん、医療の世界
にいなければ、なかなか気づけない、知ることのできないこともあり、いろいろな業務
に「医師の視点」も必要だと感じています。

私もまだまだ勉強中の身ですが、地域の方が安心して過ごせるよう、一緒に公衆衛生
の世界で働いてみませんか？

令和6年採用
二州健康福祉センター
主任 清水 可奈子

私は20数年の福井大学医局内科医のキャリアを経て行政医師となり、今年で10年目
となりました。日本感染症学会専門医・指導医ですが、先般のコロナ禍では保健所⾧
として、それぞれの地域の自治体首⾧ほか行政の幹部や市町担当者、医師会⾧、各病院院
⾧、消防署、学校、施設、地元企業等から「頼りになる保健所」なる存在であったようで、
お互いの信頼関係が構築できました。さらにコロナ対策を通したお互いのコミュニケー
ションにより、多くの健康福祉行政事業や職域保健で、保健所を中心とした連携が一気呵
成に進み、良好な関係は令和６年正月の能登地震対応でも地域のつながりとして発揮され
ました。

いま急性期も含めた健康危機管理拠点として、保健所が住民のニーズに応えていくには
どうあるべきかが問われています。医療機関での臨床経験や科学的思考に基づく知識と経
験を備えた指導者が必要不可欠なこの分野で、あなたも行政医師として私たちと一緒に働
いてみませんか。

平成27年採用
坂井健康福祉センター
所⾧ 髙木 和貴

現在、県内の保健所の行う業務のうち、健康危機管理や難病および健康政策に関する
業務に従事しております。

公衆衛生の医師として30年余りが経ちました。私は公衆衛生に携わる以前は、県内の僻地
医療に従事しておりましたが、地域全体を対象にした健康管理を初めて経験し、ハイリスク
者だけを治療する時とは違い、地域のリスクを評価し、そのリスクを低減し、ハイリスク者
の総数を少しでも減らすという、診療所では経験しなかった体験をすることとなりました。

福井県の保健所⾧はみんな臨床経験を積まれた先生方ばかりで、医療現場を意識しつつ、
共に県の医療体制を踏まえ政策的な対応が考えられる力強い先生方に恵まれております。

ぜひ臨床の場での経験をお持ちの先生方と一緒に仕事をさせていただき、お力をお借りし
たいと考えております。

平成4年採用
福井県健康福祉部
部⾧ 宮下 裕文

先輩公衆衛生医師からのメッセージ

8:30 登庁、課内ミーティング
9:30 感染症事案等の方針検討

10:00 がん予防の学生講義資料作成
12:00 昼食
13:00 所内検討会
14:00 HIV検査（採血、告知）
14:30 高齢者施設ラウンド
17:15 退庁

ある一日の流れ



福井県の健康福祉センター(保健所)

応募先・問い合わせ先
福井県健康福祉部地域福祉課〔担当 山岸、島田〕

住 所：〒９１０ー８５８０ 福井市大手３丁目１７－１

電 話：０７７６－２０－０３２４

E-mail：chifuku@pref.fukui.lg.jp

※ まずは、メール、電話等で気軽にお問い合わせください。

若狭健康福祉センター

管轄：小浜市、高浜町、
おおい町、
若狭町(旧上中町)

奥越健康福祉センター

管轄：大野市、勝山市

丹南健康福祉センター

管轄：鯖江市、越前市、
越前町、池田町、
南越前町

二州健康福祉センター

管轄：敦賀市、美浜町、
若狭町(旧三方町)

福井健康福祉センター

管轄：永平寺町

※福井市は中核市のため、
福井市保健所が管轄する

坂井健康福祉センター

管轄：あわら市、坂井市


